












 

乳児自閉症の病態に中枢モノアミン神経系の関与することが注目されている。我々は、本

症の病態を縫線核セロトニン系神経系の異常に求め、経過とともにこれに青斑核ノルアド

レナリン系神経系さらにドーパミン糸神経系の障害が加わり、これが症状の年齢依存性を

形成すると考え、研究をすすめているが、今回はセロトニンの前駆物質である

5-hydroxytryptophan(5-HTP)及びドーパミンの前駆物質の L-Dopa を投与、その効果を検討

し自閉症発症に対するセロトニン(5HT)神経系及びドーパミン(DA)神経系の自閉症の病態

に対する役割を検討した。 


